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イベントログ
センサー、カメライベント、ビデオロスのような記録されたイベントを検索することができます。

エクスポートログ
エクスポートを実行したユーザーと実行時間、詳細内容(時間、チャンネル、デバイス、ファイル形式)を検索すること
ができます。
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SECバックアップビューア	
SECタイプでバックアップされているファイルを再生することができます。

SECタイプのバックアップは、バックアップデータファイル、ライブラリファイル及び再生用ビューア実行ファイルを生成しま
す。

再生用ビューアを実行すると、バックアップデータファイルがに再生されます。

推奨システム仕様
以下の推奨仕様を満たさないPCでは、コマ送り/コマ戻しおよび高速再生が滑らかに動作しないことがあります。

PC仕様

名称 最低要件 推奨

CPU インテルペンティアム2.5GHz以上 Intel i7(3.5GHz)以上

RAM 4GB以上 8GB以上 

ハードディスク 200GB以上 500GB以上

VGAメモリ 512MB以上 1GB以上

画面解像度 1280x1024以上 1920x1080以上 

OS Windows 7, 8, 10

エクスポートビューア
バックアップビューア画面構成

XRN-6410B2_CAM 01

H264(1920x1080), NONE

2020-05-14  20：54：13

名称 説明

分割画面
表示する画面の縦横比を選択します。

選択した分割画面に変更されます。

Fish	eyeビューモード

<  > を押すと、Fish-Eye設置タイプを変更できます。設置場所に応じてビューモ
ードを天井/床/壁から選択できます。

現在の画面上でのFish eye ビューモードを各分割画面に変更できます。

デジタルズーム

現在の100倍の大きさまで画像を拡大します。 
画像を拡大するにはズームイン（  ）ボタンを押します。画像を縮小するにはズーム
アウト（  ）ボタンを押します。ポップアップウィンドウ内のスライドバー 
（  ）を使用してズームイン/ズームアウトすることもできます。  
サイズを変更した映像をデフォルトのズーム倍率（100%）に戻すには、（  ）を押しま
す。200%を超えて画像を拡大すると、デジタルズーム画面に拡大された領域が表示さ
れ、表示された領域にマウスクリックして目的の位置に移動することができます。  
デジタルズームで表示される画面はバックアップビューア画面に適用されます。 
デジタルズームを取り消すと、ビデオサイズはデフォルトの100%に戻ります。
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名称 説明

画面出力

現在の映像を画像ファイルに保存します。JPEGファイル形式をサポートしています。

現在の画面を印刷します。画面を印刷するには、適切なプリンタドライバをインストー
ルしておく必要があります。

音声
	/	 切替ボタンでボタンを押すたびに音声出力の有効/無効が切り替わります。

音量レベルを0から100の間で調整することができます。

ウォーターマーク 	/	 データファイルが改ざんされているかを確認することができます。

Deinterlace デインタレース機能を有効にすることができます。

OSDの表示
OSDのチェックボックスを選択して、バックアップ再生画面にOSD情報を表示します。  
バックアップ日付、曜日、時刻、モデル名、およびチャンネル番号が画面に表示されま
す。

アスペクト比/	
全画面を維持する

再生画面のアスペクト比を維持します。

映像を全画面で再生します。

タイムラインの拡大/
縮小

保存時間の範囲バー上に表示される時間範囲が縮小されます。  
範囲全体の長さが24時間になるまで範囲バーを縮小することができます。

保存時間の範囲バー上に表示される時間範囲が拡大します。範囲全体の長さが1分に
なるまで範囲バーを拡大することができます。

タイムラインの復元 タイムラインを初期設定に復元します。

保存時間範囲の表示 保存された映像ファイルの時間範囲が表示されます。 
現在時間表示の格子線を移動して、再生時間を選択することができます。

再生コントロール タイムラインの映像再生を調整することができます。
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トラブルシューティング

症状 対策

ライブ映像が遅く、切断されたように見えます。   ネットワーク環境及びカメラから複数のデータを伝送する時の負荷で設定さ
れたとおりデータを受信できない場合があります。 
画面の下にある<  >をクリックしてチャンネル別に入るフレーム数と実際
再生するフレーム数を確認することができます。 
カメラ登録時、Live4NVRプロファイルが基本的に生成されます。 
必要な場合、「設定	> カメラ > プロファイル設定 > 編集」へ移動し、フレー
ム数を変更してください 。

  映像の速度が落ちたり、中断したりする状況が続く場合、ネットワーク環境ま
たはカメラの状況をご確認ください。 

電源がオンにならず、前面パネル上のインジケータがま
ったく動作しません。

  システムの電源が正しく接続されているか確認してください。
  入力されている電源の電圧を確認してください。
  ケーブルが正しく接続されているかどうか確認してください。
  ケーブルが正しく接続されているかどうか確認してください。(SMPS, FRONT)

映像は、入力されている状態であるが、一部チャンネル
の映像が出力されなかったり、黒い画面または白黒など
で非正常出力されます。

  カメラに正しく電源が供給されているかを確認してください。
  カメラに接続されたケーブルの状態を点検し、ケーブルを交換したり接続解除
してから、再接続してください。

  カメラのWeb Viewerに 接続して映像出力を確認してください。
  ネットワークポートが正しく接続され、ネットワークが正しく設定されているこ
とを確認してください。

  ギガビットをサポートするハブに変更することで解決する場合があります。

画面上にロゴ画像が繰り返し表示されます。   この症状はメインボードもしくはHDDに問題があるか、内蔵するソフトウェア
が破損している可能性があります。 
販売店にお問い合わせください。

ライブ画面上でチャンネルボタンが動作しません。   現在の画面がイベント監視モードである場合はチャンネルボタンが動作しま
せん。

  イベント監視画面の場合は、アラームオフボタンを押してイベント監視画面を
終了してください。

カレンダー検索時に、カーソルが開始まで移動しませ
ん。

  再生するチャンネルと日付が選択されているかを確認してください。 
再生を開始する前に、チャンネルと日付の両方を選択する必要があります。

接続されたモニターの画面が出力されなかったり、異常
に出力されます。

  ケーブルがモニターと正しく接続しているかどうかを確認してください。
  モニターでレコーダーの出力(HDMI1またはHDMI2/VGA)に対応しないことがあ
ります。モニターの対応解像度を確認してください。

 ‒ 複製モード時： 
‒ HDMI1：3840x2160(30Hz)、2560x1440、1080P、720P、1280x1024 
‒ HDMI2/VGA：1920x1080、1280x720、1280x1024

 ‒ 拡張モード時： 
‒ HDMI1：3840x2160(30Hz)、2560x1440、1080P、720P 
‒ HDMI2/VGA：1920x1080、1280x720、1280x1024、1024x768

  レコーダーに接続されたモニターケーブルを取り除いた後、再接続してくださ
い。

起動時のロゴスクリーンが<  >状態で停止します。   HDDに問題がある可能性があります。販売店に問合せください。

仮想キーボードの使用

1.	 アルファベット入力用に、仮想キーボードウィンドウが表示されます。

2.	マウスを使用し、希望の文字のタブをクリックします。

3.	 <OK>を押します。 
入力した単語が適用されます。

 ⿎ 大文字や特殊文字を入力するには、<Caps	lock>か<Shift>ボタンを選択してください。
 ⿎ 仮想キーボードを使用するのは、お住まいの地域で標準キーボードを使用するのと同じです。
 ⿎ IDはローマ字の大文字と小文字、数字を組み合わせて設定することができます。
 ⿎ パスワードの長さが8文字以上9文字以下の場合、ローマ字の大文字と小文字、数字、特殊文字中の3つ以上を組み合わせて設定します。
 ⿎ パスワードの長さが10文字以上の場合、ローマ字の大文字と小文字、数字、特殊文字中の2つ以上を組み合わせて設定します。

付録
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症状 対策

ライブ画面でPTZをコントロールしても応答しません。   登録されたカメラでPTZ機能がサポートされているかどうかを確認してくださ
い。

カメラが接続されないか、PCを製品に接続できませ
ん。

  ネットワークケーブルが正しく接続されているかどうかを確認してください。
  ネットワーク - 接続モードが設定されているかを確認してください。
  PCまたはカメラのIP設定を確認してください。
  PINGテストを試してください。
  ネットワーク上に同じIPアドレスを使用する別のデバイスがないか確認してく
ださい。

カメラを登録しましたが、ウェブビューアーにライブ映像
が表示されません。

  カメラ登録後、設定に合った画面分割モードとライブ画面が表示される前に
表示したいレイアウトを編集・保存する必要があります。

入力されたカメラ映像が明るすぎるか暗すぎます。   「設定> カメラ > カメラ設定」で登録されたカメラの設定を確認してくださ
い。

時間設定ポップアップが発生します。   このメッセージが表示されるのは、内蔵時計の時刻設定に問題があるか、時
計自体にエラーがある場合です。  
詳細については販売店にお問い合わせください。

検索モードで時間バーが表示されません。   タイムラインは拡大表示に切り替えることができます。拡大表示の場合は、現
在表示されているタイムライン内に録画データのバーが位置しないことがあ
ります。標準表示に切り替えるか、左または右の時間に移動して録画データの
バーの位置を探してください。

「NO HDD」アイコンとエラーメッセージが表示されま
す。

  HDDを購入した後、HDDをフォーマットしないかレコーダー対応タイプにフォ
ーマットしないと、「NO HDD」アイコン(  )が右上に表示されます。「NO 
HDD」アイコンが表示されたら「設定 > デバイス > 記憶装置」でHDDの接続
状況を確認してからHDDをフォーマットしてください。

  接続に問題がないのに同じ症状が継続発生する場合は、販売店に問合せく
ださい。

HDD追加インストール後、追加した内容がレコーダーに
表示されません。

  追加設定したHDDが互換性リストで対応するHDDなのかを確認してくださ
い。対応HDDは、販売店にお問い合わせください。

外部ストレージデバイス(USBメモリ、USB HDD)をレコー
ダーに接続した後、接続結果が表示されません。

  接続した外部ストレージデバイスがレコーダーで対応するストレージデバイス
なのかを確認してください。対応するデバイスは、販売店にお問い合わせくだ
さい。

WebViewerの全画面モードでESCキーを押しても、標準
分割モードに切り替わりません。

  ALT+TABキーを押し、'アクティブムービー'を選択し、再度ESCキーを押してく
ださい。標準分割モードに切り替わります。

基本検索、エクスポート、ルーターを使用する場合に関
するネットワーク設定ができません。

  詳細情報は取扱説明書をご参照ください。 
  ネットワーク接続のためのルータを使用する場合には、クイックガイドの 
「ルーターを利用したネットワーク接続」をご参照ください。

パスワードを忘れました。   レコーダーインストールの担当者にお問い合わせください。

症状 対策

エクスポートしたデータがPCかレコーダーで再生されま
せん。

  エクスポート時、ファイルフォーマットを設定する時に再生するデバイスがPC
なのかレコーダーなのかを先に決定した後、設定してください。 

  PCで再生する場合、エクスポートファイルフォーマットはSECを選択してくださ
い。

  レコーダーで再生する場合、エクスポートファイルフォーマットはRecorderを選
択してください。

録画できません。   ライブモードで映像が表示されない場合は録画されないのでまず、映像が見
えるか確認してください。

  録画設定が正しく行われていないと録画できない場合があります。  
スケジュール録画：設定 > 録画 > 録画スケジュールを選択して設定を確認し
てください。指定された時刻に録画されます。

 ‒ 連続：指定した時刻に録画が連続して行われます。

 ‒ イベント：アラーム、モーション検知などのイベントが発生した場合にの
み、録画が行われます。イベントが検出されないと、録画は行われませ
ん。 

 ‒ 連続/イベント：イベントがない場合は連続録画をして、イベントが発生した
場合はイベント録画が行われます。

録画データの画質がよくありません。   「設定 >	カメラ > プロファイル設定	> 録画」メニューで解像度とビットレー
トの値を調整してください。

 ‒ 解像度：録画する時の録画サイズを大きいサイズを選択してください。  
小さな画像サイズは、拡大して再生するため、画質が落ちます。

 ‒ ビットレート : 大きな値に設定してください。

  解像度とビットレートを高く設定するとデータサイズが増加しますので HDD
の容量使用が早まります。上書 き設定をした場合は既存のデータに上書きさ
れる間隔が短くなります。

カメラに設定されているフレームレートと録画されてい
るフレームレートが一致しません。

  １つのカメラに複数のプロファイルを接続して使用する場合は設定されたフ
レームレートより低く伝送される場合があります。 
接続されたカメラから可能なかぎり同一プロファイルで一つのストリーミング
を貰えるように設定してください。 
つまり、録画プロファイルとリモートプロファイルを同一に適用すると設定と
おり録画が可能です。 
しかし、ライブの場合分割モード状況によって他のプロファイルが使用される
場合がありますので、必ずしも1つのプロファイルにしか使用されない場合が
あります。 
カメラから伝送されるビットレートより録画設定のビットレート制限を大きく
設定してください。

録画設定画面で特定チャンネルの制限値がオレンジ色
で表示されます。

  該当チャンネルの制限値を超えるデータが入力されるとオレンジ色で表示さ
れます。入力されるデータ値より制限値を高く設定してください。

  各チャンネルの入力データの合計が最大制限値を超えた場合、アラームアイ
コンが表示されます。この場合、入力制限値を超えたチャンネルは、フレーム
全体を記録せず、キーフレームのみ記録します（1秒あたり1枚～2枚）。
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付録
症状 対策

ライブ画面で<  >アイコンが表示され、メッセージウ
ィンドウでは、「録画データのサイズが制限を超えまし
た。キーフレームのみ録画できます。録画設定を確認し
てください。」というポップアップウィンドウが表示され
ます。

  各チャンネルの入力データの合計が最大制限値を超えた場合、アラームアイ
コンとポップアップウィンドウが表示されます。この場合、入力制限値を超え
たチャンネルは、フレーム全体を記録せず、キーフレームのみ記録します（1秒
あたり1枚～2枚）。

  「設定 > 録画 > 録画設定」メニューで入力されるデータ量より制限値を高く
設定してください。

録画が設定通りに行われません。   録画ステータスが「ハードディスク最大パフォーマンスを超過している」場合、
それぞれのHDD状態の録画パフォーマンス仕様に準じて録画サイズを設定し
ます。  
目次の「設定 > 録画設定」ページをご参照ください。  

再生画面の速度が遅くなります。   それぞれのHDD状態の録画パフォーマンス仕様が、実際の録画設定と一致し
ているかどうかを確認します。  
目次の「設定 > 録画設定」ページをご参照ください。 

  映像のデータ容量が再生パフォーマンスを超過している場合、キーフレームの
みが再生されます。 

録画ロスが持続的に発生する場合   カメラの録画プロファイルを修正し、全体の録画ビットレートがそれぞれの
HDD状態の録画パフォーマンスに適合するようにします。  
目次の「設定 > 録画設定」ページをご参照ください。

  HDDステータスを確認し、点検または交換が必要かどうかを検討してくださ
い。  
目次の「設定 > デバイス設定 > 記憶装置」ページをご参照ください。 

PnPモードでカメラを登録する時、カメラが登
録されず接続を試すロゴがが表示され続ける
場合

  カメラのIPが手動IPの場合、該当IP帯域がレコーダーのネットワーク1のIP帯域
と合わない場合です。同じIP帯域に設定してください。

  カメラのIPがDHCPモードの場合、レコーダーのDHCPサーバでネットワーク1
ポートが動作しているかを確認してください。




